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0.910 g/cm2から0.841 g/cm2へ，閉経後群では0.825 g/cm2から0.746 g/cm2へと，両群とも有意に
減少していた（それぞれ，P<0.01 と P<0.05）。閉経前群では，放射線治療後3か月の時点でも，L
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5の骨密度が有意に低下していた（P<0.05）。照射野外（L2-4とTh9-12）の骨密度は，閉経後群で
は放射線治療による有意な変化は認められなかったが，閉経前群ではL2-4とTh9-12ともに，12か月
後には有意に減少していた（それぞれ，P<0.05とP<0.05）。 
E2値については，閉経後群では観察期間内の有意な変化は認められなかったが，閉経前群では，
放射線治療後3か月で有意に減少していた（P<0.05）。NTX値とTRACP-5b値は，放射線治療後，閉経
前群で持続的な増加が認められた。照射野外の骨密度の変化と，これら血清マーカーの関連につい
て回帰分析を行った結果，放射線治療後3か月のE2値の低下と，放射線治療後12か月のTRACP-5b値
の上昇が，L2-4とTh9-12の骨密度低下と正の相関を示した。 
  
【考察・結論】 
 本研究により，子宮頸癌に対し放射線治療が施行された患者では，閉経状態に拘らず，照射野内
の骨密度低下が放射線治療後12か月で認められる事が示された。これまでのメタアナリシスにより，
E2を含むエストロゲンは骨保護作用を有することが示されており，また，骨盤部への照射は卵巣機
能を廃絶させることが報告されている。本研究において，閉経前群では，放射線治療後3ヶ月でE2
値が著明に低下することが示された。更に，放射線治療後3か月のE2値の低下と，照射野外のL2-4
とTh9-12の骨密度低下は有意に相関していた。これらにより，骨盤部への放射線治療は，照射後12
か月以内に，照射による血清E2の低下を介した全身性の骨密度低下を引き起こすことが示唆された。 
 本研究では，閉経前群では骨代謝の劇的な変化を反映して，血清の骨代謝マーカーの変化が認め
られた。特に，放射線治療後12か月のTRACP-5b値は，照射野外のL2-4とTh9-12の骨密度低下と正の
相関が認められた。よって，TRACP-5b値は，放射線治療により誘発される骨密度低下の，有益な予
測因子になりうる可能性が示唆された。 
 骨盤部への放射線治療が，照射による血清E2の低下を介した全身性の骨密度低下を引き起こすと
すれば，ホルモン補充療法等は，閉経前の子宮頸癌患者の骨密度低下に対し効果的な治療方法とな
りうると考えられる。今後，子宮頸癌に対する放射線治療後の骨密度低下に対する，これらの薬剤
の有効性についての研究が望まれる。 
 
 
